
地球の明日が見えますか？

認定NPO法人 環境市民の月刊会報誌

　「環境首都創造フォーラム2016年度in宇部」の開催地である宇部市では、戦後復興からの発展に伴って、ばい
じん汚染などの公害が問題となり、市民、学者、企業、行政が共に話し合い解決をめざす「宇部方式」と呼ばれ
る独自の公害対策が生まれました。一方、戦災や公害で荒れた宇部市を緑と花で飾り、住みやすいまちにしよう
という運動が始まり、その後、緑と花に加え、宇部市を彫刻で飾ろうという運動へと広がりました。現在は「UBE
ビエンナーレ」という日本を代表する野外彫刻展が２年に一度開催されています。（宇部市ウェブサイトより）

　駅から続く通りの路上に飾られていた写真のモニュメントは、重村三雄さんによる作品で、タイトルは「地球
の明日が見えますか？」地球の明日が緑と花と文化に彩られた美しい世界になるか、見つめる先の世界を一つ一
つ作っていくのは現在の私たちです。（環境市民チーフコーディネーター　石崎 雄一郎）
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　環境首都創造フォーラムin宇部を1月18日、19日に
宇部市で開催しました。フォーラムには各地から市長、
町長をはじめ自治体職員、NGO、専門家と宇部市の
住民、事業者が参加して「創エネ・省エネを活かした
まち・ひと・しごとづくり～パリ協定の実現に向けて～」
をテーマに、先進的な取り組みの発表と多角的な議論
が繰り広げられました。
　環境市民は「持続可能で豊かな社会」をつくること
を目的としていますが、それを実現していく戦略との
一つとして「地域から」を掲げています。環境を大切
にした持続可能で豊かな社会創りを目指している自治
体の動きを加速化させること、そして日本社会全体に
影響を及ぼしていこうというものです。
　そのための具体的な活動として他のNGOに呼びか
けて、2001年から10年間にわたって実施したのが「日
本の環境首都コンテスト」。このコンテストは、市区
町村を対象に、環境を中心に持続可能な社会創りに関
する様々な政策に関して、具体的な取り組み内容、方
法、住民参画、成果をNGOが作成した質問票に即し
て回答してもらい、その実施状況等に基づいて点数化
して、優秀な自治体や個別事例を表彰するものでした。
コンテストの狙いは、自治体間に切磋琢磨を採り入れ
ること、そして相互に学び合い情報の共有化と人的な
交流を飛躍的にすすめることでした。
　環境首都コンテストは10年間でいちどでも参加し
たことのある市区町村が226にものぼり、当初の狙い
以上に参加した市区町村間の切磋琢磨が進み、進んだ
政策・活動を相互に学習し、各地に広げていく役割を
果たしました。また市区町村長同士や職
員間、自治体のNGOの交流が進み、相
互の信頼関係も熟成されていき、自治
体の政策づくりや実行に対して多様な
連携を生み出していくことができました。
2011年3月に環境首都コンテストが終了
したあとに、このような関係を失くして
しまうのはもったいないという声が、自
治体からもNGOや専門家からもあがり、

自治体、NGO、専門家が戦略的なパートナーシップ活
動を実施していく「環境首都創造ネットワーク」を結成
することになりました。
　この環境首都コンテストと並行して1999年から
実施したのが「環境自治体を創る 市区町村長と環境
NGOの戦略会議」です。これは、知事、市区町村長
と環境NGOが、環境政策の研究、討議と情報と人材
の交流を深めるものです。環境首都コンテストを始め
た2001年からは、この戦略会議とコンテストを相乗
的な効果が出るような形で第7回まで京都で開催しま
した。その後、より環境首都コンテストと連携を図る
ために、環境首都コンテストに参加されている自治体
で共催する形になったのが「環境首都をめざす自治体
全国フォーラム」で、その第1回を2007年に開催した
のが宇部市でした。その後、名称を現在の「環境首都
創造フォーラム」に変更し、現在まで毎年、開催を各
地で続けて宇部市で2度目の開催になったのが本年で
した。
　環境首都創造フォーラムは、このように地域から日
本を持続可能で豊かな社会に変えていく、継続的な原
動力となっている活動で、環境市民が他のNGO、自
治体、専門家と継続的なパートナーシップで実施して
いる重要な活動になっています。
　さらに、環境省においてもパリ協定を受けて自治体
間や自治体とNGOや住民等の戦略的なパートナーシッ
プをすすめる方向性を打ち出そうとしており、私たち
の先進的な取り組みが、より社会的な影響力を及ぼせ
る時代が来ているのではないかと思います。

環境首都創造の活動環境市民の
活動紹介

杦本 育生（認定NPO法人 環境市民 代表理事）











持続可能な消費セミナー in 東京

京都からはじめよう　持続可能な社会へのパラダイムシフト
SDGs（持続可能な開発目標）とCSR（企業の社会的責任）セミナー

環境NGO/NPO関西大交流会

3/9（木）

2/19（日）

2/20（月）

3/4（土）

　私たちの生活そのものとも言える買い物。最近は、「環境、
人権、公正さ、未来」などを大切にしたいという消費者の声
に応える商品も注目されています。
　一方、まだまだ森林破壊や児童労働につながるような方
法で生産されている商品も多く、消費者はなかなかそれを
普段の買い物で判別することすら難しいでしょう。
　 本セミナーでは、まず商品の裏に潜む社会問題をじっく
り共有するとともに、企業のエシカル度を調査した「企業の
通知簿」の中間発表を行います。
　そして、私たちがアクションできるツールとしてエシカル
な買い物アプリを初公開！　持続可能な社会に向けた次の
一歩を踏み出す場に、ぜひご参加ください。

■ プログラム：
講演1 「誰も置き去りにしない！SDGsで私たちの
　　　世界を変革しよう」
　　　講師：根本 かおる氏
　　　　　　（国際連合広報センター所長）
講演2 「SDGs時代の企業の社会的責任」
　　　講師：関 正雄氏（損害保険ジャパン日本興亜　　　　　　
株式会社CSR部上席顧問）　
パネルディスカッション
「世界を変革するパートナーシップ　持続可能な消
費と生産をテーマに私たちに必要な具体的行動」
コーディネーター 杦本 育生

■ 会費：一般1,000円　学生、環境市民会員、
　　　　KES会員500円

■対象：持続可能な社会づくり、持続可能な消費と
生産に関心のある市民・NPO、事業者、自治体等
■ 申 し 込 み：http://www.kankyoshimin.org/
modules/join/index.php?content_id=242
（主催） 認定NPO法人 環境市民
（共催）NPO法人KES環境機構　
※ 公益財団法人京都オムロン地域協力基金の助成を受けて開
催します

　気候変動、森林破壊、海洋汚染、生物多様性の激減
など環境問題は地球規模で深刻さを深めています。一
方、近年の日本の環境政策は後退を続けています。し
かし、こんな時だからこそ環境NPO・NGOが、個々の
活動をより強めるととともに、連携を強くし、政治と
社会に大きな影響力を発揮することが必要となってい
ます。
　関西には多様な環境NPO/NGOが活躍しています。
その連携と交流をもっと深め、さらなる活動の可能性
をさぐるため大交流会を実施します。ぜひご参加くだ
さい。

●参加費：無料
●主催・問合せ・申し込み：
菜の花プロジェクトネットワーク 
webmaster@nanohana.gr.jp TEL：0748-46-4730、
または、環境市民事務局まで
（主催） グリーン連合

■申し込み・お問い合わせ：環境市民事務局まで

（主催） 消消費から持続可能な社会をつくる市民ネッ
トワーク（SSRC）／認定NPO法人環境市民
※ この講座は地球環境基金の助成を受けて開催します。

ところ：東本願寺しんらん交流館大谷ホール

ところ：在日本韓国YMCA アジア青少年センター
　　　　9階国際ホール（東京都千代田区猿楽町2-5-5）

ところ：連合会館201会議室
　　　　（東京都千代田区神田駿河台3-2-11）

ところ：ピアザ淡海

TEL：03-3233-0611
アクセス：JR中央・総武線水道橋駅徒歩６分
御茶ノ水駅徒歩9分
都営地下鉄三田線神保町駅徒歩7分

TEL：03-3253-1771
アクセス：地下鉄千代田線新御茶ノ水駅すぐ、
丸ノ内線淡路町駅徒歩5分
都営地下鉄新宿線小川町駅徒歩3分
JR中央線・総武線御茶ノ水駅徒歩5分

（滋賀県大津市におの浜1-1-20）
アクセス：京阪電車石場駅から徒歩約5分、
JR膳所駅から徒歩約12分

アクセス：地下鉄烏丸線「五条駅」、JR
京都駅から徒歩
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行事案内
2月

買い物から社会を変えよう！
～エシカルな買い物を実践する方法～

持続可能な消費と生産（つくる責任 つかう責任） 
～市民と企業の情報交流～

午後1時半～４時半

午後2時～午後4時40分

午後2時～午後4時40分

開始午後1時～4時半
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（発行）特定非営利活動法人 環境市民　（代表・発行人）杦本 育生
本誌の無断複写・複製・転載を禁じます。「環境市民」登録商標 第4809505号

会費・寄付のお振込み先 ☞【郵便振替】口座番号：01020-7-76578　加入者名：環境市民
【環境市民へのご寄付は税制上の特例措置が講じられ寄付控除預金算入の対象となります】
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〒604-0934京都市中京区麩屋町通ニ条下る第二ふや町ビル 206

life@kankyoshimin.org 

【平日午前10:00 から午後6:00】

075-211-3521 075-211-3531

誰もが参加できる
環境 NGO

facebook
Twitter アカウント：
http://www.kankyoshimin.org 

http://www.facebook.com/kankyohsimin
@kankyoshimin

mail
TEL FAX

「会員になる」「寄付をする」も
参加の一つです。

月刊会報誌「みどりのニュースレター」をお届けいたします。行事などの参加費を割引させてい
ただきます。環境に関する様々な情報を得たり、また質問や相談ができます。入会時には記念ポ
ストカードを差し上げます。

グリチャリパートナー
グリーンコンシューマ―活動を通したチャリティー

今回は、家事代行支援サービスを行う株式会社
SSF代表取締役の佐竹宏枝さんの登場です。
環境市民をなぜ応援しようと思われたの
か ... ？不思議ですよね。
実はお掃除に使う洗剤などから関心をもたれた
とのことでした。詳しくは、佐竹さんの温かい
お人柄溢れる話しを聞いて下さいね。

●お話：家事代行支援サービス 株式会社 SSF
　　　　代表取締役　佐竹宏枝さん

▼インターネットで聴けます

まずは「環境市民のエコまちライフ」で検索！

京都三条ラジオカフェ（79.7MHz）
http://radiocafe.jp/200304006/

毎週月曜日13:00 ～（再放送は火曜7:00～）

環境市民は、ソーシャルグッドプラットフォーム
goodo（グッドゥ）に参加しています。

上記のリンクから gooddo の環境市民のページに行
き、毎日クリックするだけで支援金が「環境市民」に
届けられます。ぜひ毎日応援をお願いします！

http://gooddo.jo/gd/group/kankyoshimin/?md=fb
（もしくは gooddo.jp から「環境市民」で検索）

法人会員の他、個人会員（年会費 4000円、入会金 1000円）、シニア・学生会員（年会費 3000円）
などの種類があります。詳しくは事務局まで。

郵便振替振込用紙に、住所・氏名・電話番号・会員の種類・送金内容をご記入の上、ご入金ください。

環境市民は、ボランティアと会員、寄付によって支えられています。
「持続可能で豊かな社会づくり」のために、ぜひ応援をお願いします。

●会員特典：

●入会申込：

●会員種類：

「環境市民のエコまちライフ」
環境を身近に感じる 15 分♪gooddo 環境市民にクリックをお願いします！

（ご入会）加藤信一さん

（ニュースレターの発送）久保 浩さん

今月のありがとう

ON AIR

住所・氏名・電話番号・寄付金額をご明記の上ご入金ください。環境市民への寄付は税制控除の
対象となります。

●ご寄付：　

郵便振替　口座番号　01020-7-76578　加入者名：環境市民お振込先：

（ご寄付）
杦本啓子さん、高月紘さん、武田真子さん、
中原中哉さん、早瀬昇さん、藤井信英さん、
前田裕資さん

合計37,890円のご寄付をいただきました。

編集後記

検索環境市民のエコまちライフ

実は 11月後半～ 12月の頭にかけて肝障害で入院してい
たのですが、多くの方にご心配いただき感謝です。いまは
元気になりました！みなさまもお身体に気をつけてお過ご
しください。（石崎）

●編集部……石崎 雄一郎、大西 康史、日下部 伸行、 
下司 智子、千葉 有紀子、向井 弘美、山田 岳（50音順）

一緒にニュースレターを作ってくれるメンバーを募集して
います！ご関心のある方は、環境市民事務局までご連絡く
ださい。


